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はじめに

本冊子は、『団における成人のライフサイクルの活用』において、

「勧誘と選考」のコンポーネントで行う指導者の発掘に特化した内

容で編さんしています。また、リクルートの対象を保護者に絞って、

実践する際のヒントをまとめております。このヒントを参考にご自身

でも研究して頂き、団に奉仕してくださる隊指導者、団指導者の

発掘、また、スカウト運動を理解し広めていただく仲間の育成に役

立てて頂けますと幸いです。

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟

AIS委員会
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Chapter１

リクルートを考えてみよう

指導者をリクルートすることは、今まででもやってきたかと思いま

す。しかし、二つ返事で指導者になっていただけるケースはあま

りありません。そこには何か足りない要素があるのかもしれませ

ん。本章では、まずリクルートの基本的な事を実生活のリク

ルートに重ねて考えて、そのふり返りからどうすればいいのかを

考えていきたいと思います。
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就職時におけるリクルートの条件１

就職する会社を選ぶ上では、自分がその会社にその条件で勤めること
に得があるという観点が一番多くを占めます。もし、多少ネガティブ
な条件があっても、譲歩できるなら勤める選択をする傾向にあります。

「私たちの生活におけるリクルートとは？」と問いかけられると、真っ
先に頭に浮かぶのは就職活動ではないでしょうか。みなさんの中で
も多くの方は就職活動の経験がおありかと思います。「なぜ、その会
社に入ろうと思ったか」「そのための条件はなんだったのか」、この会
社に入りたい」と決めた経緯を振り返ることによって、改めて人が「や
ろう！」と思う条件を整理してみましょう。

Chapter１ リクルートを考えてみよう
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指導者になろう！と思うリクルートの条件2

会社に就職する条件と、指導者になる条件は、務めることの意味合い
が異なるので、比較はできにくいものですが、「条件で人は動く」と
いう観点で考えることは同じですので、このような考察は、指導者を
リクルートする上では大切です。

前ページで示したリクルートの条件を、指導者のリクルートに照らし
合わせて表現をしてみました。スカウト運動への奉仕はボランティア
であるため、報酬を含め、金銭的、物質的なお得感を提供すること
はできません。しかし、スカウト運動には多くの精神的なお得感（恩
恵）があります。それを伝える事ができれば、ネガティブな条件にな
る負荷や負担に対して譲歩をしていただけるのではないでしょうか。

Chapter１ リクルートを考えてみよう
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教えて！！トミーさん！

Ｑ．スカウト運動は、子ども達の成長に繋がり、人と地球によりよい未

来を提供できる運動なのに、なぜ、それをわかってくれないので

しょうか。私は、「他人の為になることしてあげよう」といつも

思っていますが、そう思わない人との価値観の違いに悩んでいます。

Ａ．DE&I （※）の考え方から、他の人の価値観を否定することはあまり
良くないことですが、この「違い」に悩むスカウト関係者は多いのか
もしれません。「違い」はスカウト運動への理解だけでなく、人それ
ぞれの感性が異なる点も大きく影響しています。その感性は個人個人
が育った環境としての教育と生活にあると考えています。親からのし
つけだけではなく、家族、学校、地域および、成人になってからの職場を含
めた生活のコミュニティでの価値観に良くも悪くも染まることもありますよね。

私たちは、このように他人の価値観、コミュニティの価値観に触れ、それを自
分で咀しゃくしながら成長していきます。では、スカウト運動を「良い運動だ」、
「自分も一緒にやろう！」と思っていただくためには、何が必要か。まずは、
共感と納得に繋げることが重要です。もちろん、私たちは、頑張ってこの運動
の素晴らしさを伝え、納得や共感に繋げようとしていますが、おっしゃる通り、
うまくいかなければモチベーションは下がっていきますよね。

私は、そのモヤモヤの視点を変える手段として、スカウト教育法のひとつであ
る「社会との協同」があると考えています。地域社会での活動の中で、スカウ
ト運動の素晴らしさを נּ ḭשּ צּ ︣ことで伝
える事が重要だと考えています。ちかい、おきてを実践する事は、ボーイスカ
ウトだけのものではありません。本来は社会で生活する全ての人が、自分が生
きる社会が良くなるための行動規範であって欲しいと思います。スカウト運動
に触れていない人達は、それを「知り得ていないだけ」と考え、私たちの行動
を見ていただき、「ボーイスカウトはすごいなぁ」だけではなく、「自分もそ
うしないといけないなぁ」と思っていただくことが大事ではないでしょうか。

スカウト運動を広めるためには、動かす人が必要です。そのために、私たちは
スカウトを増やし、指導者を増やすことを求められます。しかし、その増やす
ことが目的になってはないでしょうか。前述しました様に、私たちは、本運動
の目的に則し、より良い社会になるようにちかい、おきての実践に努めるだけ
で良いのです。そして、それを目の当たりにした人達が、スカウト運動への納
得と共感に繋がり、おのずと人が増えるのではないかと考えています。

AISナビゲーター
トミーさん

（※）DE&I D：ダイバーシティ(多様性)、E：イクイティ(公平性)、I：インクルージョン(包摂性)
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Chapter２

難しい「指導者の発掘」

指導者の発掘は、スカウト運動を発展させるための重要な要

素ですが、ご存知の通り、それほど簡単にはいきません。そこに

はしっかりと候補者の背景（生活、人生等）を鑑みた人選

が足りないのではないでしょうか。本章では、その背景からスカ

ウト保護者を最有力候補として、そして今までの勧誘を振り

返ってみましょう。
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指導者をなかなか確保できない現状１

広く求めることも重要ですが、指導者としての素養を持ち、そして
意欲が生まれる可能性がある人材へのコンタクトを強化する方がよ
り指導者確保の成功率がアップすると思います。

あなたの団でも指導者を増やすために、ローバースカウト、スカウト
のＯＢ、そしてスカウトの保護者と声かけはされているでしょう。また、
団外に目を向けスカウト関係者外からの募集も考えられていること
もあるかと思います。そのような指導者になってくれそうな方に色んな
アプローチはすでに試されていることと思います。しかしながら、様々
な要因から良い結果に繋がることが少なく、その現状に悩まれてい
るのではないでしょうか。

声かけはしているけれど、
良い返事がない・・・

指導者に相応しい人は
どこにいるの？

どうやって募集したら
良いのか・・・

できない事情はわかるけど、
本当に何もできないの？

ボーイスカウトを託児所
だと思っていない？

ボーイスカウト運動の
すばらしさを理解して
くれない・・・

ローバースカウト

スカウトＯＢ

スカウト関係者外

スカウトの保護者

Chapter２ 難しい「指導者の発掘」
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指導者候補としてのスカウト保護者

ボーイスカウト指導者の素養として必要なのは、スカウト運動への
理解と教育への意欲、そして子どもとのコミュニケーションが上手に
取れるかがポイントになります。もちろん、ローバースカウトやスカウト
OBもスカウト経験から、その素養を備えているでしょう。また、スカウ
ト経験が無くても指導者訓練等に参加する事により、知識を身に
付けることはできます。そういう意味では、どなたでも指導者候補と
なり得るのです。しかし、子ども達を育てるという意欲という点では、
スカウトの保護者が抜群に適しています。その意欲は指導者にな
れない状況があっても、それを払拭して指導者になって頂けるエネ
ルギーになる可能性があります。

ＲＳまで

続かない

地元にいない
（進学、就職等）

やりたいことが

他にも・・・

モチベーション

が低い

ローバースカウト

人知れず・・・

（知られたくない？）

復活する

気がない

復活する

余裕がない

そもそもOBは

どこに・・・？

スカウトＯＢ

公募しても

希望者がいない

初見だと資質

がわからない

安全の

担保がない

採用するには

不確定要素が多い

スカウト関係者外

スカウト運動へ

の理解がある

子育ての

経験がある

教育に対する

意欲がある

ある程度の

面識がある

スカウトの保護者
（子育て世代）

やっぱり、スカウトの保護者
は指導者候補として、良いん
ですよね～

2

Chapter２ 難しい「指導者の発掘」

子ども達を育てよう！！
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今までもやってきた保護者への勧誘

あなたは今までも保護者とのコミュニケーションを通して指導者への勧
誘をしてこられたと思います。スカウト運動の素晴らしさを伝え、指導者
として支援して欲しい思いも伝え、そして指導者になることの価値といっ
たお話しを一生懸命されてきたかと思います。しかし、保護者の方々が、
「指導者をするためには様々な問題があるが、まずはやってみよう！」と
いう『気持ちを変える』という形まで至らなかったのではないでしょうか。

3

Chapter２ 難しい「指導者の発掘」

交流を
図る

情報
伝達

意思を
伝える

勧誘
（コミュニケーション）

スカウト運動の
素晴らしさ

指導者として支援
して欲しい思い

指導者になる
ことの 価値 会話を

する

スカウトの保護者

そこまでは
できません

仕事があるの
で無理です

家のことが
あるので
難しいです

しかし・・・
一生懸命に

声かけをしている
んだけど、何が足り
ないのかなぁ …

スカウトの保護者

スカウトの保護者に限らず、人はコミュニケーションの取り方
次第で気持ちは大きく変化します。本ハンドブックでは、この
コミュニケーションの工夫を軸にお話しを進めていきます。

その工夫のポイントは・・・次ページへ
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伝達

信頼 方法

機会

指導者を
やってみよう！

スイッチ

このハンドブックでは、スカウトの保護者に指導者になっていただく
ために、あなたがこれまで行ってきたコミュニケーションをふり返り、そ
のコミュニケーションの工夫に繋がるヒントをお伝えします。
ポイントは、「伝達」、「信頼」、「方法」、「機会」、「スイッチ」の
５つの要素です。
このポイントをおさえ、あなたのコミュニケーションの
取り方をより工夫する事で、指導者の勧誘に繋が
る事を願っています。

コミュニケーションの５つの要素

「指導者をやってみよう！」と
なってもらうための

Chapter２ 難しい「指導者の発掘」

指導者になって
もらえませんか？

次の章から詳しくお伝えします！
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教えて！！トミーさん！

Ｑ．私の団はスカウトが少なく、保護者も含めて奉仕可能な成人が

少ない状況です。そんな状況で、なかなか指導者になってくれ

る方がいません。どういうことから始めれば良いのでしょうか。

Ａ．このハンドブックでもたくさんのヒントを出していますが、まずは、

関係する成人の方々と良好な関係を作り、「スカウト達（子ども達）

を一緒に育てる仲間」になることが良いのではないでしょうか。

ボーイスカウトだけでなく、一般的に人で構成されるコミュニティが、

目的を持って活動するには「仲間意識」はとても重要です。心が通った仲間

が揃うとそれは「チーム」となり、様々なことを実現できるようになります。

では、仲間になってもらうためにはどうすればいいのでしょうか。まずは、

ＡＩＳ（Adults in Scouting ）の基盤でもある『人が人と繋がるためのコミ

ュニケーション』を積極的にとることから始めるのが良いと思います。

ただし、その積極的なコミュニケーションの際に気をつけなければならない

のは、「指導者になって欲しい」という気持ちが前に出すぎてはいけないと

いうことです。まずは仲間になっていただき、その先に指導者になっていた

だける可能性があるという感覚でコミュニケーションをとる意識が必要です。

極端な話、「結果的に指導者になっていただけなくても良い」というレベル

で仲間作りをすれば、その方は指導者になってもらえなくても必ずあなたを

助けてくれる人材となるでしょう。そのような感覚で仲間を増やしていくと、

そこから、自ら「指導者になって手伝おうかな」「自分が指導者になった方

が良いだろう」と自発的に指導者になってくださる方が出てきます。

この自発的に指導者になっていただく方は、「やらされている感」なく、団

の為にその役務に積極的に従事していただけるでしょう。

人がいないからといって、焦って「指導者になって欲しい！」という団側本

位のアプローチでは、仲間が増えず結果的に指導者が増えにくくなるのでは

ないかと思います。

AISナビゲーター
トミーさん
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Chapter３

コミュニケーションの基本である 「伝達」

伝達

私たちが伝える事を表現する言葉、「伝達」。人と人がコミュニ

ケーションを取る際に、互いが「伝達」を意識せずに行っており、

コミュニケーションの基本となります。この基本である「伝達」の

質は、コミュニケーションの質に大きく影響します。本章で、この

「伝達」の意味を再認識し、指導者のリクルートにおけるコミュ

ニケーションの質をアップさせましょう。
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伝達は「達する」までが伝える側の責任

人と人がコミュニケーションという手段を使って物事を伝える場合、思うよ
うに伝わっていないということは多々あるでしょう。それは、人間同士ですの
でどうしても解釈や理解が一致しないことがあるからです。しかし、多くの
ケースで伝えているつもりになっている場合もあるのではないでしょうか？
伝える行動をしても、達していなければ、伝わっていないことになります。
伝達というのは、相手に達して初めて「伝達」であり、達するまでが伝達す
る側の責任です。今一度、「伝達」において「達して（理解して）いるか
な？」と意識して考えることで、あなたの伝達の工夫が言動に表れ、正し
く伝わることが多くなるのではないでしょうか。

Chapter３ コミュニケーションの基本である 「伝達」

私が伝えたい事は
こういうことです

伝 える

理解した！

コミュニケーション
という伝達手段

達
する

達していたら…

達していなかったら…

達
する

伝達は ‚  ―、

初めてΉ ῌなんですね。

よくある「言った！聞いていない！」という伝達トラブルは、
聞く側に責任を押しつける風潮がありますが、伝える側が達す
るということを意識すれば、言うだけでなく、「書面にする」
「確認する」「復唱してもらう」等、色んな工夫ができますね。
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Chapter３ コミュニケーションの基本である 「伝達」

達するために重要な「人物」と「手法」

伝えたい事が相手に達するには、伝える側の工夫が必要と申しました
が、それでもなかなか正確に伝わらないこともあります。そこには聞く側の
状態（聞く意識、興味、集中等）も関係するからです。
人の根底には好き嫌いで行動が変わる部分があります。あなたが他人
の話を聞く場合でも、相手によって「聞く意識（意欲）」が変わる事はな
いでしょうか？ 例えば、尊敬している相手とあまり尊敬していない相手で
は無意識に「聞き方」が変わっていませんか？ 「伝達」において、聞く側
が傾聴し、納得し、共感することで、伝えたい話はより正確に達しやすく
なるのです。そのために自分自身が、伝えたい人から傾聴してもらえる人
物になり、納得や共感してもらえる手法を工夫することが大事となります。

伝
える
達

する

コミュニケーション
という伝達手段

伝える

人物
伝える

手法

傾聴して
もらえる人物

納得や共感して
もらえる手法

理解できた  ！

これまで、指導者を勧誘する上で様々な「伝達」をしてこられ
たと思います。しかし、多くは自然体で伝えており、このよう
な意識を持っての「伝達」はできていなかったのではないで
しょうか？ まだまだ、工夫する、試すことはありそうですね。
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教えて！！トミーさん！

Ｑ．保護者の方に指導者になっていただくために声かけをしてい

ますが、ほとんどの方は仕事や家庭の状況を理由になかなか

良い返事をいただけません。これではお手上げです。

Ａ．残念ながらボーイスカウトの指導者になることは、多くの人にとっ

て優先順が低い選択になっています。これは、スカウト運動の認知

度が低く、またその価値も伝わっていないことが背景にあります。

もちろん、私たちもスカウティングの素晴らしさ、指導者になるこ

との意義を伝えています。そしてそれに対して、スカウティングに

対する一定の理解は示していただけますが、指導者になる選択はしていただ

けないことが多いのが現実ですね。それでも、数は少ないですが指導者にな

っていただける方もいらっしゃいます。この問題を解決するには、指導者に

なっていただける方となっていただけない方の違いを考察することから突破

口が見つかるのではないでしょうか。

スカウティングの素晴らしさ、指導者になることの意義を同じように伝えて

も、個人個人で「指導者になろう！」と選択するしないの違いが出るのは、

価値観の違いがあるからだと思います。あなたの誘いの話に価値観が合った

人は、指導者になる選択をしても、価値観が合わなかった人は選択をしませ

ん。もちろん、冒頭で申しました、様々な事情でどうしてもできない方もい

らっしゃいますが、その価値観の違いからの「共感と納得」に繋がっていな

いことも大きな要因だと思います。

では、その合わない価値観の方への指導者の誘いは無駄なことかと言えば、

そうではないと考えます。人それぞれに価値観はあります。その価値観の

何かが指導者になることにマッチする場合もあります。

大事なのは、しっかりとコミュニケーションをとって一人ひとりの価値観や

考え方を理解して、その違いを否定したり諦めたりするのではなく、その方

が「共感と納得」に繋がる部分を模索することも重要ではないでしょうか。

AISナビゲーター
トミーさん
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Chapter４

信頼される人物になるには・・・

信頼される人物とのコミュニケーションでは、人は心理的に傾

聴状態になります。傾聴している人は、相手の話を注意深く

聞こうとするだけでなく、共感しながら理解しようと努めるように

意識が働きます。指導者のリクルートにおけるコミュニケーション

において傾聴してもらう事はとても重要なことになります。まず

は、傾聴してもらえるように信頼される人物になりましょう。

信頼
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信頼関係は「伝達」に影響する

人と人のコミュニケーションにおいて「信頼」は大きな影響を与えます。人
はコミュニケーションをとる相手のことがわからないと不安になり、心からの
傾聴にはなりにくいものです。逆に相手のことを分かっている=信頼となり、
信頼から生まれる安心感は、自然と傾聴する心理が働きます。このよう
に信頼関係は「伝達」に影響しますので、まずは、保護者の方と信頼関
係を構築することを心掛けましょう。

Chapter４ 信頼される人物になるには・・・

信頼

不安

ほのかな不安が
傾聴になりにくい

安心

自然と傾聴する

どんな方か
知っている！

私の話を
しても
大丈夫！

私のことを
わかって

もらえている

どんな人か
あまり

知らない…

私の話を
しても

大丈夫なの
かなぁ

私に対して
どう思ってい
るのだろう？

信頼関係ʙ信頼関係ʠ

重要な保護者との信頼関係、どうすれば、構築できるのか・・・
次のページから考えていきましょう。
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話し上手は聞き上手

自己表現

信頼を得るためにあえてする行動

保護者との信頼関係は、自然体のコミュニケーションだけではなかなか構
築できません。保護者のリクルートにおいては、信頼関係を気づくことを特
に意識したコミュニケーションをとることが重要です。

信頼

Chapter４ 信頼される人物になるには・・・

① 相手に自分を知ってもらうための大事な先手
② 自分の事を知ってもらい、心理的に誘導する

休みの日はこんな
ことしてるんです

子どもって、こういう
風に育てたいですよね

プチパーソナル情報 価値観や好み
こんな人なんだ…

安心感

信頼度アップ！

安心感

① 「聞く」よりも「聴く」 → 安心感の提供
② 理解の伝達（うなずき、声かけ「なるほど！」）

そうなんですね～

お母さんは
どう思っています？

意識した傾聴動作 相手に対する興味

私の話をちゃんと聴いて
くれる人なんだ・・・

なるほど～

信頼度アップ！
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安心感の提供

信頼を得るためにあえてする行動

話す相手に安心してもらう為の意識的な行動（思考）もやってみましょう。

信頼

① 表情（笑顔を作る）

③ 演ずる
（適度なビッグマウスや小芝居）

② 言葉の語尾
（断言しない＝アンマウント）

④ 相手の心理に沿う
（同調、理解を示す）

⑤ ウソはなし
（正直に誠実である事）

⑥ 楽しく会話する

スマイル ！

そう感じますよね

たしかに・・・

ごめんなさい・・・

・・・みたいですよ

・・・かも
しれないですね

え～  ！
すごいですねぇ

いややわ～

Chapter４ 信頼される人物になるには・・・

「こんなおべっか使いが必要？」と思われる方もいらっしゃるかも
しれませんが、ちょっとした「心遣い」と考えてください。

安心感 信頼度アップ！
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方法

Chapter５

納得や共感してもらえる方法は・・・

あなたが、相手にとって信頼される人物なり、傾聴して頂ける

関係性を築けても、伝える方法が良くないとこちらの思いは伝

わりにくいものです。指導者のリクルートにおいて、コミュニケー

ションの相手が「指導者になってみようかな」と思っていただくた

めの入口は「納得」と「共感」になります。人はこの感情から行

動が始まります。この「納得」と「共感」に繋がる方法を研究し

ましょう。
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納得や共感に繋がる手法

人は、「イメージできる」、「感情や感性に響く」という心理に至ると納得や共
感に繋がりやすくなります。そのためのポイントになる手法としては、下図に示
している方法があります。もちろん、納得や共感に繋がる手法は、これだけで
はありません。大事なのは、「どういう方法で伝えたら相手はどう思ってくれるか
な？」と相手のことを推し量ることなのです。

Chapter５ 納得や共感してもらえる方法は・・・

このあと、それぞれの手法についてポイントを説明していきます。

方法

具体的
な説明

論理的に
説明

共通の
経験や感情
の共有

視覚効果
の活用

価値観に
触れる

エビデンス
＆
データ

利益の
強調

対話

イメージ
できる

感情や感性
に響く
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論理的に
説明

具体的な説明を意識して行うことにより、相手が想像でき、そこから
納得や共感に繋がります。

方法

具体的
な説明 最近の子どもは、自分で

考えずに、すぐに大人に
尋ねたりしますね

状 況

困ったときには、
○○コミッショナーと
いう方が支援をして…

実在の人物
子ども達だけで遊んで
いるとそれだけで学び
がありますね

場 面

ξΤϣ

具体的

人はイメージできるいくつかの要素の繋がりや流れを理解することで、
全体像が見えるようになるため、そこから納得や共感に繋がります。

私が任務を説明します
ので、それについて…

プロセス（流れ）

団は隊指導者の支援
をするのが役目で…

リンク（関係）

まずは○○をしていた
だいて、次に△△を…

ステップ（段階）

ϧΡϢϜΰΚ

論理的

Chapter５ 納得や共感してもらえる方法は・・・

納得や共感に繋がる手法
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共感という感情に直接訴える方法として、共通の経験や感情を言
葉にして伝える（共有）手法も効果的です。

方法

長々と言葉で伝えることは、聞く側に「集中する」といったストレスをも
たらせます。視覚効果を使ってその負担を軽減することで、納得や
共感に繋がる効果が見込めます。

子どものためなら、
頑張れたりしますよね

人の感情

我が子をより良く成長
させたいですよね…

親としての思い

ウチの子どもも何度言っ
てもやらなかったり…

自分の経験

ẴḅξΤϣ

共感性

共通の
経験や感情
の共有

ḅ ς
ᵒξΤϣ

映像や写真

グラフ、表 図式

視覚的

視覚効果
の活用

Chapter５ 納得や共感してもらえる方法は・・・

納得や共感に繋がる手法
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相手の価値観に触れ、良い刺激を与えることにより、そこから納得や
共感に繋がる効果が見込めます。

方法

話す内容のエビデンス（証拠、根拠、裏付け等）や、公的機関
（または認知された機関）の情報は、納得や共感に繋がります。

他の人に役立つ大人に
なって欲しいですよね

わが子の成長像

社会の未来を築く子どもの成長
に関わる大人はステキですね

自分の誇り

社会人として「与える人」
になりたいですよね

社会性としてのプライド

δΜρϫ
ηϠρΗ

上昇意欲

価値観に
触れる

大手教育機関の
アンケート調査では…

引用元のステータス

多くの親はこう考える
みたいですね

マジョリティ（多数派）

教育学者の○○教授
の研究結果から…

統計や研究

ήϜΰΚ

指標

エビデンス
＆
データ

納得や共感に繋がる手法

Chapter５ 納得や共感してもらえる方法は・・・
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自分にとってプラス（利益）に繋がる話には、興味が湧き傾聴する
ようになり、そこから納得や共感に繋がる効果が見込めます。

方法

質の高いコミュニケーションをとるには、直接の対話が重要となります。
オンラインではなく、直接の対話をもって、納得や共感に繋げましょう。

視野が広がり、仕事と
違った充実感が…

自身への恩恵

ご自身の得意なことを
役立ててみませんか？

自己肯定感への刺激

指導者をすると親として
レベルアップしますね

わが子への恩恵

ЬеЎГ
ΘϣρΗ

お得感

利益の
強調

一体感からの共感

ほど良い緊張集中と傾聴

ϧϢϜΰΚ

˚˚

…

オンライン
ではなく

対話

Chapter５ 納得や共感してもらえる方法は・・・

納得や共感に繋がる手法
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Chapter６

コミュニケーションの機会を活用

スカウトの保護者とは、様々なシチュエーションでコミュニケー

ションをとることができます。あなたは、その機会を十分に活用

しているでしょうか。また、そういうコミュニケーションの機会を積

極的に作り出しているでしょうか。この章では、様々な保護者

とのコミュニケーションの機会をどの様に活用すれば良いのかを

考えていきましょう。

機会
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積極的に
コミュニケーションの
機会を作る

コミュニケーションの機会を活用する機会

「Chapter3 信頼される人物になるには・・・」にて、スカウトの保護者と信頼
関係を構築する手段として、まずは、自分を知ってもらうことが重要であると
お伝えしました。そのためには「知ってもらう機会」をこちらから積極的に作り
出さなければなりません。また、その機会は、スカウティングの価値を伝える機
会にもなります。保護者会で、あなたはどうしていますか？ 集会の前後であ
なたはどうしていますか？ そういう機会を活かすことを考えていきましょう。

信頼に足る
情報

意識と
努力

信頼感アップ !!

隊指導者

集会前後に積極的に保護者と会話する

家でお手伝いとか、
させていますか？

家庭での様子

○○ちゃんは、学校では
どんな課目が得意ですか？

学校の様子

ウチの子のことを
しっかり見て

くれているんだ…

ウチの子のことを
しっかり考えて
くれているんだ…

ˠᴤ ρϡˡ

Ӽⱨ ς

Chapter６ コミュニケーションの機会を活用

○○くん、今日は親切な
行動が多かったですよ！

活動時のスカウトの状況
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コミュニケーションの機会を活用する機会

信頼される空気感事務的ではなく、

コミュニケーション

堅い雰囲気よりも
茶話会的な形式

雑談と教育的
会話のバランス

教育的
メッセージ

保護者会

育児環境
への配慮

欠席を「悪」
にしない

時間調整は
優先度の違い

高い優先度には、

「優先するべき」（義務感）

「優先したい」（ニーズ）

の２つがある欠席

時代的にも

オンラインを併用

参加しない保護者

へのおもいやり

Chapter６ コミュニケーションの機会を活用

可能なら

数ヶ月毎に

重要なのは、保護者のニーズに沿った保護者会にすることであり、
信頼関係を作るコミュニケーションをとることです
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自分を出しやすい環境

団主催のバーベキュー

大会などの工夫も・・・

コミュニケーションの機会を活用する機会

オフな雰囲気の

コミュニケーション

食事を
絡めた懇親

指導者と
保護者の本音が
垣間見える

懇親会

保護者が安心する機会

スカウト活動を見る機会の提供

スカウティングを
知ってもらう為
のコミュニケーション

指導者の立ち振る舞い 保護者の動員
（特にBVS隊）

活動の安全対策

「見える」機会の提供

BS隊の活動に「参観日」があっても
いいのでは？と思います。

Chapter６ コミュニケーションの機会を活用

互いに本心や本音が見えると、
信頼しやすくなりますよね。
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Chapter７

やる気スイッチを入れるコミュニケーション

スカウト運動に奉仕する私たちは、その活動がボランティアであ

るとわかっています。では、私たちはボランティアなのにボーイス

カウト運動に奉仕しようと思うのはなぜなのでしょう。また、ボラ

ンティアなのにボーイスカウト活動を続けようと思っているのはな

ぜでしょう。その理由は、個人個人で異なりますが、共通して

いるのは『やる気スイッチ』が入っているからです。この章で、こ

れからスカウト活動に奉仕して欲しい人達に『やる気スイッチ』

を入れる方法を考えていきましょう。

スイッチ
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依頼された側の気持ちを推し量る

Chapter７ やる気スイッチを入れるコミュニケーション

スイッチ

マイナスな気持ちプラスの気持ち

保護者の方に『やる気スイッチ』を入れていただくためには、まずボランティアと
して依頼された側に発生する気持ちを推し量る事から始まります。

指導者（団委員）に

なってもらえませんか？

やりたく

ないなぁ・・・

期待されることへの

自己肯定感の高揚

結果に対する期待
（興味の度合いによる）

新しい事の挑戦に対する

自己成長への期待感

（知識欲や評価チャンス）

自分の時間を消費

する事への嫌悪感

世間の常識と自然発生する

ワガママな感情との葛藤

自分自身に得がないことに

よるモチベーション低下

得 得

得

損

損

損

やって
みようかな …

スカウト活動に奉仕する事で得られる「お得」（恩恵）を伝える事
で『 やる気スイッチ 』 を入れてもらいましょう・

個人の価値観がベースにあるので
この気持ちを変えてもらうのは難しい

お得感への刺激はアプローチ
次第で作ることができる

スカウト活動で得ることができる恩恵は・・・次ページへ
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スカウト活動で得ることができる恩恵

Chapter７ やる気スイッチを入れるコミュニケーション

スイッチ

スカウト活動で得ることできる恩恵の例を次に記しています。多くは精神的
恩恵になり、一般的な「お得」からイメージする物質的な恩恵ではありません。
しかし、精神的恩恵は、奉仕中にずっと得られるものなので、「やる気スイッ
チ」が長期間入る可能性があります。ただし、精神的恩恵は言葉では伝わり
にくいものです。成人のライフサイクルの「受け入れ」コンポーネントで示してい
ます“受け入れ期間”を設けて、体験から感じていただくことも手のひとつです。

スカウトの成長
がうれしい

人の役に
立っているの
がうれしい

親としての
成長が我が子
に活きる

たくさんの人
と交流できる

様々な経験
ができる

その他、色々・・・

自己肯定感
の向上

成人として
の成長相互作用

この「他人の役に立つ喜び」は、 B-Pのラス
トメッセージにありました 『 幸福を得る本当
の道は、他の人に幸福を分け与えること 』 と
いう、人が生きる上での素晴らしい恩恵であ
り、この運動の趣旨を広めていくためにも指
導者の方々には、スカウト活動でこの恩恵を
感じていただくことが重要なのです。
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教えて！！トミーさん！

Ｑ．このハンドブックに書いてあることは、理解できますが理想

論ではないですか？ 現実的にはここまでできない事も多い

ですし、結果に繋がるのかな？と思ってしまいます。

Ａ．このハンドブック「指導者のリクルート」に書いてあることをやれ

ば、必ずしも指導者の発掘に繋がるとは限りません。ここに書かれ

ているのは一例であり、ヒントであり、あなたが指導者の発掘に取

り組んでいただくためのきっかけになればと考えています。

スカウト運動は「人」で成り立っています。スカウト運動に限らず、社会

は人で成り立っており、人が原因でうまくいかないことが往々にしてある

ことが普通です。そういう意味では、指導者の発掘がうまくいかないのも

当たり前だと思います。しかし、だからといってあきらめるのはスカウテ

ィングではないですね。社会が良くなるように３つのつとめを果たすのが

スカウティングです。そのためにスカウト運動があり、より良き社会人に

なるように活動を通して子ども達を教育しているのです。

指導者の発掘は大変だと思います。多くがうまくいかず、心身共に疲れる

こともあるでしょう。それでも、あなたはこの運動に奉仕している者とし

て、少しでもこの運動が広がるように努めていただきたいのです。

קּטּ ￼ ḭ ￼ ḭ ḭּצ

שּ קּךּ Ḵפּ

私は、このハンドブックを通して、指導者の発掘の手助けの一環になれば

と考えています。内容が不十分だと思われる方もいらっしゃるでしょう。

それでも分かっていただきたいのは、まだまだ工夫する余地があるという

ことです。できることを一緒に考えていきましょう。

צּ ךּ ḭ Ḯ

AISナビゲーター
トミーさん
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e-mail ais@scout.or.jp
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